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ウメ バラ科 

・学名 Prunus mume 

・夕照の庭付近に植栽 

寒さの中にも日差しなどによる温かさを感じ、春の

気配が感じられる季節となりました。公園内でも梅も

開花をはじめ、春の訪れが感じられます。 

 

 



梅は広く観賞用や果樹として栽培されている落葉小

高木です。花期は1～3月で6～7月に結実します。日

本には奈良時代以降に渡来したと考えられています。

通常では花の色が白色だが、紅色や淡紅色の園芸品

種も多数あり、花を観賞することが目的である「花ウ

メ」と実の収穫が目的である「実ウメ」に分けられます。

観賞用の「花ウメ」だけでも300品種以上存在します。 

花ウメの分類ははっきりした定義があるわけではな

いのですが、花や枝の特徴から3つの系統に分ける事

が一般的となっております。その3系統は「野梅系」「緋

梅系」「豊後系」です。野梅系は多くの品種が属するグ

ループで若枝の日の当たる面が日焼けしたような色を

しているのが特徴です。一方、反対側は緑色をしてい

ます。緋梅系は枝の内側が赤色をしているのが特徴で

す。内側が確認できない場合は若枝が全体的に浅黒い

ので確認できます。豊後系は枝の表面が赤茶色で節が

ごつごつしているのが特徴です。また、アンズとの交配

種であるため、開花時期が遅い品種もあるそうです。

上記の系内でも種類が細分化されており、そこから、

梅の品種の多様さが読み取れます。 



 

 

品種の多様さからもわかる通り、梅は奈良時代ごろ

に中国から日本に伝わって以来、日本人の目を楽しま

せています。日本最古の歌集である「万葉集」では120

首もの歌が残されています。作者には貴族が多い傾向

にあることから、庭園などで酒宴の合間に歌が詠まれ

たと考えられており、梅が観賞用の花として愛でられ

てきたことが分かります。 



花だけでなく、古木の幹や枝、樹皮に付着する地衣

類も主に染物の染料として利用されていました。幹や

枝を利用した染物は「梅染」といい、加賀友禅のルーツ

とされています。梅の種類や樹齢、煮出す時間により

褐色がかった桃色や黒っぽい色に染めあがります。地

衣類による染物は「地衣染め」と呼ばれ、主にヨーロッ

パで伝統的に行われていました。梅の表面に付着する

地衣類のウメノキゴケも同様に染色に利用でき、アン

モニア発酵法という染め方では、鮮やかな紫紅色に染

めあがります。 

 

ウメの幹の表面の地衣類 

（ウメノキゴケ属 Parmotrema spp.） 



ウメの実を利用した梅干しは健康に良いといわれま

すが、現在の研究でウイルスに対する増殖阻害性があ

ることが示唆されています。和歌山県みなべ町の委託

研究では梅干し抽出液が新型コロナウイルスによる細

胞への感染や増殖を抑制するとの報告がありました。

この結果は梅干しの摂食が上記ウイルスに効くという

直接的な証拠ではありませんが、梅が健康増進に役立

つことが科学的に証明されていると言えます。 

このように梅は美しさと実用性を兼ね備え、私たちの

生活を豊かにしてくれています。これだけ多くの品種

があるのもこれまでたくさんの人が梅に魅了されてき

たからかもしれません。花見といえば桜を連想させる

方も多いと思いますが、ぜひ公園内の梅も見に来てく

ださい。 

（龍谷大学先端理工学部・桒原萌葉） 

 

❁ ウメは ここ で見ることができます（クリックで 

Google マップにリンク。10ｍ程度の誤差が出

ることがあります。） 

https://goo.gl/maps/Vpy69ZrwMreJ1ycSA
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